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してきた｡しか し､その対応原理の対象 となった古典力学系は､可積分系 (- ミル ト
ン系の場合､自由度個の保存量が存在 し､すべての軌道は規則的な運動を行 う)で
あり､対称性の高い極めて限 られた場合で しかない｡現実に最 もありふれている非
可積分系の対応原樫が､古典 カオスの存在により､さほど自明なことではな く､実
際にい くつかの局面で､素朴な対応原′理の破綻が指摘されている｡では､現実には






ペク トル しか もたず､状態の時間発展が準周期的な場合には､古典系の指数関数的
不安定性はあらわれない｡ しか し､その議論には､系の固有状態に関する情報がす
べて既知であるという大事な前提があり､一般 にカオス系の固有関数､固有エネル









断熱不変量を量子化することか ら与えられ､各固有状態は古典的な トー ラスと 1対
1の対応がつ く3｡ しか し､非可積分系では､ ト- ラスが朋壊 し､保存量を前提 と
した EBl(量子化は破綻す る.一方､系の可積分性を問わず存在する周期軌道すべ
てが､constrlCtiveに干渉す る結果として系の固有エネルギーが得 られるとするの




の対応 という全 くちがった描像が姿を現わす4｡ その周期軌道量子化法 も､カオス系
の周期軌道の長さに対す る分布則 (すなわち､周期軌道の長 さTに対 してその数が






















ものが数多 く見つかっていることは､注目に値する｡ そ して､それは古典系の周期












にある領域に局在 していた相空間分布関数は､横断的なI(AM トーラスが存在 しな










ている7｡ これは､準固有エネルギーの言葉でいえば､(紘)点スペク トルをもつ と
いうことであり､ランダム系のアンダ-ソン局在 と類似の議論が成立する. しか し､
最近 の研究で明 らかにされつつあることは､カオス系での点スペク トルは､外部か
らの撹乱に弱いばかりか､系の自由度を高 くする事により､連続スペク トル (特異
連続 スペク トルか?)をもち得るということで､今後の研究の大 きな鍵になるもの
と思われる8｡
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